
アフリカの自然から見つけたおもしろさと驚き 
                  水野一晴 
 
１．1億年前のアフリカ 
２．1万年前のアフリカ 
３．１千年前のアフリカ 
４．100年前のアフリカ 
５．10年前のアフリカ 

アフリカの自然と近年の環境変化      水野一晴 
 
１．1億年前のアフリカ  ２．1万年前のアフリカ 
３．１千年前のアフリカ  ４．100年前のアフリカ 
５．10年前のアフリカ   ６．1日のアフリカ 

ナマクアランドの9月 



１．1億年前のアフリカ 

現在のナミビアの半乾燥地の風景 
 
灌木と草原のサバンナ 



2億８千万年前（古生代二畳紀）の木の化石 



5億4千万年前の南極点 

南極点の相対的移動と
氷河の分布 



ナミビア 
[2億8千万年前] 激しい洪水が高さ30mの樹木を根こそぎ流出させる。 
           急速に砂岩や泥岩の堆積で覆われることにより樹幹が保存された。 
[2億8千万年前－1億2千万年前] ケイ酸を含んだ地下水が樹木の細胞組織に入り込んで、樹
木を二酸化ケイ素（シリカ）に変化させ、石英のように硬くなり化石化した。 
[1億2千万年前－今日] 侵食が化石林を地表に露出させた。 
 



2004年6月9日 

MODIS(Terra) image from NASA 

Dust plumes off Namibia 





海岸部 

内陸部 



山縣耕太郎,2005 

２．1万年前のアフリカ 
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山縣耕太郎2005 



門村浩（2005） 



３．1千年前のアフリカ 



ティンダル氷河（高度4500m） 





Table 1  14C dates for the animal (leopard) discovered on Tyndall Glacier  
(Mizuno and Nakamura 1999) 

 
Radiocarbon dating (AMS) of the leopard remains determined an age of 

approximately 900±100 BP. 
 

BP: Time before 1950 

1100AD 



温暖 寒冷 

温暖期 

1100AD 

1900AD 

温
暖
期 

寒
冷
期 

ヒョウの遺体の年代
（1100AD） 
 

世界の気候変動を裏付
ける資料  





ナミブ砂漠の固有種、 

ウエルウイッチア 
千年以上生き延びることができる 

雌花 

雄花 

和名： 奇想天外 

乾燥地域では厳しい気候環境のために発芽、定着が困難で、多年生植
物は長寿命にならざるを得ない 



沖津 進 2005 

生物多様性ホットスポット： 

地球規模での生物多様性が高いにもかか
わらず、人類による破壊の危機に瀕してい
る地域 



ケープ植物区系界には合計8550種の維管束植物（コケ、藻類以外の植物）
が分布し、そのうち73%、6252種がここにしかない固有種 

ケープ周辺は地中海性気候の冬雨型で、夏季にはほとんど降水はないが霧が発生し、
著しい乾燥を防ぐ。冬季の降水は規則的で年変動がきわめて少なく、植物にとって予
想しやすい。このような気候環境のもとでは、多年生植物の規則的な種子生産、発芽、
定着が可能になり、比較的短い寿命で世代交代が起き、急速に種分化が進み、微環
境の違いに応じて多くの種がすみ分けることになった。（沖津，2005） 



ケープ植物区系界 



1906年6月（by Vittorio Sella） 
 

2012年2月（by 原 宏輔） 
 

1992年4月（by Randy Willard） 
 

1958年乾季（by Henry Osmaston） 
 ルウェンゾリ山の氷河 

４．100年前のアフリカ 







20年後には
キリマンジャ
ロの氷河は
消滅 



  
1992年8月             

2009年8月             

サドル高原の先に 

見えるキボ峰 

乾季の場合白い部分がほぼ氷河 

キリマンジャロの氷河 



 1997  2002 2006 

2011 

 1926 

Tyndall Glacier of 1926, 

1992, 1997, 2002, 2011 

 1992 

Tyndall Tarn (pond) 



y = 0.0496x + 8.3127
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Fig. 7   Annual mean minimum temperature, Nanyuki (1890m, 003N, 37.02E) 

 

日最低気温の年平均のグラフ→過去４７年間で２℃以上の上昇 

ケニア山麓、1890m地点の気温  

温暖化が氷河縮小の原因 



第１の先駆種  

セネキオ・ケニオフィトウム 

第２の先駆種  

アラビス・アルピナ 



氷河の後退とともに植物は山を登る 

 （水野， 2009） 

 



新たに侵入：Helichrysum 

1997年以降、前進 

：大型ロゼット 

 形植物 

氷河の後退にとも
なう植物の前進 

気温の上昇にとも
なう植物の前進 

氷河の後退速度：3m/yr 

7-15m/yr 



1996年 

 

氷河末端 

2011年 

 

同じ場所 



1996年の氷河末端に接する方形区（80mx20m)でのセネキオ・ケニオフィトウムの分布 

同じ場所の2011年のセネキオ・ケニオフィトウムの分布 

アグロスティス・トラキフィラ アラビス・アルピナ セネキオ・ケニオデンドロン 



ジャイアントセネシオ 



ナミブ砂漠、クイセブ川流域 

５．10年前のアフリカ 



NDVIの季節的変化 
吉田浩之作成 

南半球なので、 

1月が夏、7月が冬 
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クイセブ川（ゴバベップ）の降水量（mm） 
Gobabeb Research and Training Centre  

の観測データを引用 

ゴバベップの年間平均降雨量：27mm 



クイセブ川の洪水 

2004年１月18日（水位1.7m） 
４日間継続 

(by Andrea Schmitz) 

 

通常のクイセブ川 



 



2007年11月 

Acacia erioloba 



側根で水分吸収 

230cm 

10cm 

Fig. 10  Soil profile A of river bank 

(Nov. 2007) （Mizuno, 2010) 

シルト層 



 

Acacia eriolobaの成木 



クイセブ川（ゴバベップ）の洪水日数（日） Gobabeb Research and Training Centre  

の観測データを引用 
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193日 

クイセブ川沿いの森林の枯死した年代 (1976-87) 



2002年8月 

2012年9月 

1976～1987年の洪水の
ない期間に森林枯死 



2004年8月 

2012年9月 



1995年〜： 温暖化実験（木曽駒ヶ岳） 



1996年8月9日 

1998年8月10日 





（財城・塚田・福興・GENET (2003)） 



ケニア山のジャイアント・セネシオ 

Giant Senecio  in Mt. Kenya 

6．1日のアフリカ 



セネキオ・ケニオデンドロン 

Senecio keniodendron  ロベリア・テレキィ 

Lobelia telekii 



Lobelia telekii 



2011年のティンダル氷河末端付近の気温 （4580m） 



ジャイアント・ロベリア
（キキョウ科） 
 

ロベリア・テレキイ 

ロベリア・デッケニイ・ケニエンシス 

Lobelia telekii 

Lobelia deckenii ssp. keniensis 

1日の激しい気温変化をもつアフリカの熱帯高山で

生育する大型木本性ロゼット型植物は、その気温変
化に対応する植物構造を持っている 



太陽鳥 

Sunbird 

太陽鳥はその長い嘴で花から蜜を取る 



雨水をため、また、不凍液を分泌 

生長点を夜間の凍結から守る ＆ 生長点を虫に食われるのを防ぐ 



ジャイアント・ロベリア 

 Giant Lobelia 

Freezing of the central fluid would have a thermal 

buffering effect on the air-filled compartment 

above the central fluid. As the air trapped inside 

the inflorescence cannot escape, it circulates 

inside the upper part of the inflorescence, thus 

warming the plant apices. (Krog et al. 1979). 



ジャイアント・セネシオは古い葉が落ちずにその樹幹
（茎）を覆って凍結から身を守っている。Giant Senecio is 

protected from the frost by the remains of old leaves 

covering the stems. 



おわり 
アフリカの自然を注意して観察すれば、1日から数億年のいろんなおもしろ
い発見がある！ 

ナミブ砂漠、クイセブ川沿
いの夜の森林樹木の幹 

赤外線ライトをあててみれば！ 


